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講演会記録

２．考古学からみた鳥取平野の形成過程
� 鳥取大学地域学部地域環境学科　高　田　健　一

ａ．はじめに

　先ほどは鈴木先生からスケールの大きい話をいただきました。地学の先生とお話しをしますと、平野単位や

1,000年単位の大きなお話を頂きますが、考古学では遺跡単位や100年単位のより小さなスケールになります。た

だし、環境の変化というのは、地学的な大きなスケールと考古学的な小さなスケールの両方があることによって、

むしろ地域の実態がよくわかると思います。今日は鳥取を事例に平野の成り立ちについてお話をします。

ｂ．鳥取平野の概要

　まずは鳥取平野の地理的な概要について説明します（図71）。鳥取平野は岡山平野に比べると狭い平野です。

千代川が平野の中心を流れて日本海に注ぎ、その河口に砂丘が発達しています。日本海側は、山が海まで迫り、

湾の入り口に砂丘が発達する地形が多く、瀬戸内海側とは異なる環境です。一般に、鳥取砂丘と呼ばれているの

は天然記念物に指定された範囲（浜坂砂丘）を指しますが、本来は沿岸部全域が砂丘です。千代川の西側で鳥取

空港があるところは湖山砂丘と呼んでいますし、浜坂砂丘の東側は福部砂丘と呼ばれます。

　山が海まで迫っているような場所で、かつての湾が砂丘で閉じられた所は点々と池になっています。大きな川

が流入すると埋まってしまう場合が多いのですが、そうでないところは池として残っています。その一つに湖山

池があります。ここは縄文海進の頃は内湾になっていて、ある時期には海と一部がつながっている潟湖になって

いました。他にも点々とありますが、江戸時代に干拓されて消滅した池もあります。

　千代川が鳥取平野で一番大きな河川ですが、それ以外に千代川に注ぎ込む中小の河川があります。千代川の左

岸側では野坂川、右岸側では袋川が代表的なもので、どちらも比較的多量に土砂を運搬する河川です。現在の鳥

取市街地には、江戸時代に池田家がかまえた鳥取城がありまして、城下町が存在しています。中世は千代川左岸

の湖山池のほとりに因幡守護所があり、古代では袋川の中流に因幡国府がおかれました。

　図72は、建築や堤防工事に伴うボーリング調査をもとに、氷河期の終わりの頃の鳥取平野の地形を復元したも

のです。網掛けの部分は標高−30ｍの深い谷になっている部分で、太い線は、縄文海進時の海水面から−５ｍの

位置を示しています。最大海進時は、諸説ありますが、およそ現在の海面よりも３ｍ高かっただろうと言われて

いますが、海域がどこまで広がったかの復元は困難です。−５ｍの太い線がその位置に近いと思います。鳥取平

図71　鳥取平野の概要 図72　鳥取平野の埋没谷
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野の成り立ちは、これらの谷がどのように埋まっていったのかということを復元することになります。

　砂をたくさん運ぶ千代川をみていきますと、左岸では谷が急になっており勾配がきつく、砂がよく出てきます。

右岸では、小さな河川しかないからか勾配がゆるくなっていますので砂はあまり出てきません。つまり、千代川

の右岸と左岸で地形環境の成り立ちが異なることがわかります。

　次に、平野の南北について見ていきます。図73は、空中写真や古い絵図をもとにしながら旧河道を復元した図

です。平野の南北で様相が異なることがわかります。南側は、網の目のように何本もの河川の跡がありますが、

北側は大きく曲がった河川の跡が見られます。これは地形が違うからでありまして、およそJR鳥取駅のあたり

を境に、南側は網の目状の河川が発達した扇状地、北側は沖積デルタ地帯となっていて、勾配が異なっています。

沖積デルタ地帯では勾配がゆるいので、大きな川は曲流していきます。

　先ほど、鳥取平野の東西で違うと説明しましたが、これは地形の変動が関わっています。湯所・立川断層とい

う最近になってわかった断層が、平野の東辺を走っています。この断層線に沿って東側が隆起する一方、平野側

が沈降していますので、この断層線の直下が常に一番低い場所になっています。最近でも、大雨や大雪が降りま

すと県庁前が水溜り状態になりますが、実は、そういう低いところだったということです。

　17世紀後半の「御
お

留
とめ

場
ば

絵図」という鳥取平野を描いた一番古い絵図を見ると、平野の地形の違いが読み取れま

す。千代川の右岸側に鳥取の城下町が描かれています。袋川は外堀として掘られたもので、それより古い段階に

薬研堀が存在しております。それ以前は袋川の蛇行流路帯であり、水溜りが点々とあることがそれを示していま

す。河川が氾濫すると泥水につかりますが、微高地として自然堤防があったと考えられます（図74）。

　鳥取市街地は発掘調査があまり行なわれていません。先ほど述べたように、右岸側は沈降していますので、遺

跡があったとしてもかなり深いところに沈み込んでいる可能性があります。時々工事の際に土器が出土すること

もあるようで、材木町遺跡では弥生時代中期の土器が出土しています。この遺跡は、蛇行河川の自然堤防にあた

る場所に位置しますので、これから旧地形に関する認識が進んでいけば、今後市街地でも遺跡が見つかるかもし

れません。このように、千代川の右岸では遺跡の様子はよくわかっていません。

　次に千代川左岸の状況です。こちら側は、隆起しているため河川の流れが右岸とは異なります。野坂川の旧流

路が何本も分かれています（図75）。南端の野坂川Ｅという流路は、亀
かめ

井
い

茲
これ

矩
のり

が17世紀初頭に河川改修をしたと

わかっていますので、17世紀初頭の河川流路です。その前は野坂川Ｄで、この流路にそって嵐が鼻土手という中

世に造られた土手がありますので、これがもう少し古い段階の流路だとわかります。

　野坂川Ａ、Ｂ、Ｃと名付けた流路跡がありますが、これらがいつのものかは厳密にわかりません。ただし、平

野の微地形をコンピュータで解析すると扇状地が広がっていると最近わかってきました。この野坂川Ａ、Ｂ、Ｃ

という流路に対応した３つの扇状地があり、それらがＡ→Ｂ→Ｃの順番で重なっていますので、野坂川の流路は

西から東に振れてきたと考えられます。したがって、平野が北東方向に沈降しているわけですが、流路が西から

東に振れながら、平野をつくってきたことになります。この扇状地が重なってできているというのは、海面が低

下して河床勾配が変わる際に、土砂が多く運ばれて扇状地が形成されるというメカニズムを考えると、先ほどの

鈴木先生のお話の、縄文時代中期の海退に対応するのかもしれないと考えています。

　ところで、嵐が鼻土手については、鎌倉時代まで遡るとの意見もあります。そこまでは古くないだろうと考え

ていますが、珍しい中世の土手ということで、2013年度に日本土木学会による選奨土木遺産に指定されました。

ｃ．鳥取平野の発掘調査

　鳥取平野の概要は以上のようなこととしまして、考古学では遺跡を調査して平野の成り立ちを見ることになり

ます。鳥取平野では、岡山平野ほど発掘調査の歴史はありませんが、最近調査が進みまして、平野の各パーツの

状況がわかるようになってきました。遺跡の立地を分類し、それぞれ平野の成り立ちについて復元していきます。



−77−

講演会記録

ただ、立地によってよくわかる時代とまったくわからない時代がありまして、前後を総合していかないと全体像

が見えてきません。

　遺跡の立地は、大きく３区分できます（図76）。Ａは、山際で深く小さな谷が入る場所です。こうした場所では、

縄文海進の時におぼれ谷という地形になっています。大きな河川がなかったり、あるいはまったく河川がなかっ

たりしますので、運び込まれる砂の量が少なく、すぐには埋まりません。中世や江戸時代になっても池として残っ

ているような低湿地です。ここでは、縄文時代の遺跡を調査した桂
かつら

見
み

遺跡が参考になります。Ｂは、千代川ほど

ではありませんが、砂を多く運んでくるような比較的大きな河川がある場所です。ここでは最近大
だい

桷
かく

遺跡で大規

模な調査が行なわれまして、弥生時代～平安時代までの遺跡が見つかっていますが、今日は正式報告が出た本
もと

高
だか

弓
ゆみ

ノ
の

木
き

遺跡の調査を紹介します。Ｃは、平野のデルタ地帯の遺跡です。ここでは岩
いわ

吉
よし

遺跡や秋
あき

里
さと

遺跡が調査され

ており、今日は岩吉遺跡の堆積状況をお話ししたいと思います。

　Ａは縄文時代後期～晩期、Ｂは縄文時代晩期～古墳時代前期にかけて、Ｃは弥生時代中期～古墳時代後期とい

うように、様子がわかる時代が立地ごとに異なります。この他に、Ｄとして砂丘の遺跡を取り上げます。鳥取砂

丘は常に砂丘だったのではなく、温暖化すると草原化して人が住めるようになり、砂丘の中に遺跡ができます。

最近私は砂丘の遺跡を調査しておりまして、福部砂丘の直
すく

浪
なみ

遺跡の調査成果を紹介します。このＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ

という４つの立地の違う遺跡から、平野の成り立ちを見ていこうと思います。

図73　鳥取平野の地形特性 図74　千代川右岸平野の特徴

図75　千代川左岸平野の形成過程 図76　鳥取平野の遺跡と立地類型



−78−

�

　桂見遺跡ではたくさんの発掘調査が行なわれていますが、平野の成り立ちを考える上で重要なのは東桂見遺跡

と桂見遺跡・1996年の調査区です（図77）。張り出した丘陵の間に小さな谷がありますが、そこに入り込んだ海

が埋まっていくプロセスをみていきます。

　図78は東桂見遺跡の地層断面図です。ここにとても重要な手がかりがあります。最下層に海中で堆積した粘土

が水平にたまっている地層があります。その上には、斜めの縞模様を描いて砂がたまっていて、それがさらに砂

で覆われています。最後は、泥炭層が発達するというふうに、４段階の変化が読み取れます。一番下の地層から

は貝が出土しており、ウラカガミガイやコゲツノブエ、サルボウ、ウネナシトマヤガイなどが見られます。これ

らはすべて浅い海に生息しているか、稚貝のときにアマモに付着しているような貝です。年代測定では5,500年

前という年代が出ておりますので、縄文時代前期には浅い海域だったと考えられます。海水準の高さがどれくら

いかは、地域によってその後の地形の隆起、沈降がありますので、いろんな説がありますが、およそ現海面より

も＋３ｍという定説に従って考えますと、図の上端くらいが海面だったと考えられます。考古資料が出始めるの

は、前期に海だった堆積のすぐ上の層で、縄文時代中期末の土器片が出土しています。ですから縄文時代中期の

終わりにはこの地点に海が入り込んでいたと考えられます。先ほど岡山のボーリングのお話で縄文時代中期に海

面低下が起こって砂が大量に堆積しているとのお話がありましたが、多量に砂を運んでくる川がすぐ近くにあれ

ばそのようなことが考えられますが、ここはごく小さな河川しかなく、旭川ほど砂を運びませんので状況が違っ

ていたのかもしれないと考えています。

　その後、多量の砂が縞状の堆積をつくっていきますが、これは海域が埋没する過程でできた干潟のような環境

を考えています。このような斜行層理は潮間帯の干潟にできる潮汐流路の堆積によく似ています。その時期は、

縄文時代後期の中頃です。さらにそれを覆うように厚い砂層がありますが、その一番上で縄文時代後期末頃の土

器が出ていますので、これも縄文時代後期のことと考えられます。その上に泥炭層が発達しますが、ここでは、

弥生時代～中世までの非常に長い期間の遺物が出土します。この堆積状況に、年代を当てはめていきますと、お

よそ5,500年前には海で、中期の終わり頃が4,400年前なので、1,000年近く水辺の環境がありました。そしておよ

そ3,800年前に急に砂がたくさん押し寄せてきました。3,400年前には砂がもっと出て、干潟の環境はなくなって

しまった。弥生時代になると泥炭湿地に変化したとわかります。

　次に、桂見遺跡をみますと、堆積の仕方が微妙に異なっています（図79）。東桂見遺跡で干潟の環境ができた

時の土器が出てくるのは、シルト層がたまっているところです。シルト層とは、鈴木先生のお話にありましたが、

非常に粒が細かいもので、流れがないところで静かにたまります。桂見遺跡では、潟湖の底にたまったものと考

えています。およそ縄文時代中期末～後期中頃くらいまでの土器が出土しています。この層の真上で丸木舟が出

土しています。えぐりが深いものと浅いものの２艘で、えぐりが深い方は波が高くても転覆しにくいものであり、

これで外洋まで出たと考えられています。浅い方は内水面での荷物運び用だと考えられています。つまり、それ

がまだ役に立っていた頃は海とつながっており、海に出られる環境だったとわかります。

　東桂見遺跡で干潟の上に砂がたくさん押し寄せていた頃、桂見遺跡では泥がたまって水面の環境がなくなって

います。東桂見遺跡ではわかりませんでしたが、縄文時代晩期には砂州が形成されており、その上で縄文時代の

最末期の土器が出土しています。その砂の上に泥炭がたまったのが弥生時代前期～中期の初め、その後、弥生時

代の中期後半以降は泥炭がなくなって、植物層が分解されるような環境に変わったという流れが見て取れます。

先ほどと同じように年代を当てはめていきますと、3,800年前ぐらいに潟湖の底にシルトがたまり、縄文時代後

期の終わり3,400年前には潟湖が埋没してしまいます。縄文時代晩期までに砂州が形成されますが、弥生時代の

始まりの頃には泥炭が形成される環境になることがわかります。桂見遺跡では、海の環境がなくなっていく変化

が、縄文時代後期～晩期頃まで追えます。しかし、それより後の年代のことは詳しくわからないので、次のB類

型の遺跡について見てみたいと思います。
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　Ｂ類型は、中規模河川が砂をどんどんはき出していくような所にある立地の遺跡です（図80）。ここでは、鳥

取県の東西を結ぶ高速道路建設に伴って、大桷遺跡が大規模に発掘調査されていますが、まだ報告書ができてお

りません。報告書の刊行されている本高弓ノ木遺跡を例に、堆積がどのように変わったかを紹介します。

　本高弓ノ木遺跡では、山際が調査されています。遺跡のすぐ近くには、新しく見つかった本高14号墳という前

方後円墳があり、鳥取平野では一番古いと考えられています。本高弓ノ木遺跡と同じ時代の古墳です。古墳時代

には、川をなんとか制御しようと熱心に水利施設をつくっています（図81）。遺跡の調査区の一番南端で見つかっ

たので、この施設の続きがどうなっているかはわかりませんが、池のように落ち込んだ部分（４落ち込み）を堰

き止めるような形で何重にも木製の構造物がつくられています。これが、埋まる度につくり変えが行なわれてお

りまして、調査担当の方が熱心に１段階ごとに調査をして、およそ12段階の変遷が読み取られています。池のよ

うになったところ（４落ち込み）から水を流路（２溝）に流していく役目を負っていたようです。このような河

川を制御しようとしていた時期は、古墳時代前期の中頃、だいたい４世紀の前半から中頃です。それくらいの土

器が出土しています（図82）。これは本高14号墳がつくられた時期と同時期で、大規模な土木工事を指揮するリー

ダーが前方後円墳に葬られていると考えています。

　弥生時代後期には、上部が削られていますので、本当に墳丘墓であるかどうかはわかりませんが、四隅突出型

墳丘墓の形に盛土がされているものがあります。地元の方の話によると、鉄刀が出たという伝承もあるようです

ので、四隅突出型墳丘墓でいいのではないかと思うのですが、実際には墓と断定できる証拠がなく700盛土と名

図77　立地Ａ類型の遺跡 図78　東桂見遺跡の層序

図79　桂見遺跡の層序と丸木舟 図80　立地Ｂ類型の遺跡
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付けられています（図83）。また、弥生時代後期には、溝を人為的に埋め戻す行為がしばしば認められ、この時

期には土地環境の改変を盛んにやっているようです。

　遺跡の始まりは縄文時代晩期で、突帯文土器が出ています。重要なのは、突帯文土器（古海式）が弥生時代の

初めの遠賀川式土器と一緒に出ていることです。稲作を開始する時に、まだ伝統的な縄文系土器を使い続けてい

る人びとが新しい文化を受け入れ始めたのだとわかります（図84）。およそ紀元前７世紀の時期です。

　本高弓ノ木遺跡における堆積環境の変遷、時期を整理します（図85）。まず、遺跡の始まりは、縄文時代晩期

あるいは弥生時代初頭で、流路跡（710溝）からたくさんの土器が出土しています。この流路の最上層で弥生時

代中期前葉（Ⅲ−１期）の土器が出土しておりまして、2,300年前くらいにこの河川が埋まったことがわかります。

その後も砂の堆積は続いているのですが、自然堤防の高まりが形成されて、人間が暮らしているところが埋没す

るという状況ではなく、やはり活動している時期があります。

　本高弓ノ木遺跡だけではなく、鳥取平野の各所で同じ様な現象が起きていたと考えられます。弥生時代中期（Ⅲ

期～Ⅳ期）に、鳥取平野では弥生時代の遺跡が広がっていきます。弥生時代中期後半（Ⅳ期）の土器が大量に出

土する溝がありますが、ここで堆積環境に断絶があります。これに後続する弥生時代後期初めの土器が出てくる

のは、上層にたくさんある溝が人為的に埋められた後です。後期は、いろいろな人間活動が見られます。そして

最終的には、四隅突出型墳丘墓をつくったり、たくさんの溝を掘ったりということが行なわれています。

　古墳時代前期には、河川の流れを制御する大規模な施設がつくられます。でもやがて力尽きたのか、必要なく

図81　本高弓ノ木遺跡の水利施設 図82　４落ち込み内出土土器

図83　弥生時代後期の遺構群 図84　突帯文（古海式）期の流路
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なったのか、これも埋まってしまいます。５世紀の古墳時代中期には低湿地の泥がずっと溜まっていくような環

境になっていきます。人間活動はあまり見られなくなりますが、古墳時代の終わり～古代にかけて、水田が見つ

かっています。このように、本高弓ノ木遺跡では縄文時代晩期～古代までの土地環境の変遷が読み取れます。

　次はＣの平野部に出て、岩吉遺跡を紹介します（図86）。先ほど見た嵐が鼻土手は、本来はＬ字形になってい

たのですが、南北の部分は残っておらず、東西の部分だけが今でも残っています。式内社の伊和神社近辺は周囲

より高く、岩吉遺跡の中心部はそのような場所にあると考えられます。

　岩吉遺跡では、弥生時代中期の遺構が泥やシルトがたまったところにつくられていますが、それを切るように

砂がたくさん堆積した場所があります（図87）。弥生時代中期の後に、大量の砂が押し寄せる時期があり、後期

の始めまでに砂がたくさん堆積しているようです。本高弓ノ木遺跡では中期後半と後期初頭の間で断絶がありま

したが、それに対応した形でデルタの方では砂がたくさん出ているといえます。やがて、後期初頭の土器を含む

流路は埋まっていき、本高弓ノ木遺跡で四隅突出型墳丘墓がつくられた後期後葉（Ⅴ−３期）には、洪水のよう

なイベントは収まって、泥がたまる環境になっています。遺跡北側では、この時期に水田がつくられています。

これは古墳時代の初めぐらいまでにつくられているようですが、本高弓ノ木遺跡で河川制御のための木組み遺構

が盛んにつくられている頃にはまた砂が堆積するようで、古墳前期中頃くらいの土器の一括資料が砂礫混じりの

河川堆積物から出てきます。やがてそれが収まり、河川が埋没するのは、５世紀末～６世紀にかけての頃のよう

です。岩吉遺跡では、弥生時代中期～古墳時代後期まで土地環境の変遷が読み取れます。

図85　本高弓ノ木遺跡の基本層序 図86　立地Ｃ類型の遺跡

図87　岩吉遺跡の層序 図88　鳥取平野における堆積環境の変化
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　これらを総合したのが図88で、地形区分ごとに土地環境がどのように変遷したのかを見ています。砂が大量に

押し出されて埋没していくというイベントが大きく３つ起きています。Ａでは、桂見遺跡で見たように縄文時代

後期～晩期にかけて、多量の砂で埋もれています。その前は内湾や潟湖の環境です。Ａでは、詳しくわかるのは

ここまでです。Ｂでは、その続きの縄文時代晩期～古墳時代の初めまでがよくわかっています。弥生時代中期後

半に砂がたくさん出てくるイベントが確認されています。平野中央部のＣでも同じようなイベントが見られます

が、もう少し長い時間幅がわかり、古墳時代前期後半ぐらいに砂がたくさん出ています。

　次に、このような土地環境の変化と人間活動の変化とを合わせて見ていきます。まず、縄文時代の人びとにとっ

て恵みが豊かだった内湾から潟湖の環境が、埋まってしまうということが起きています。おそらく稲作をすると

いうのは、こうした環境の変化が背景にあると考えています。平野というのがそもそも最初からあるわけではあ

りません。縄文時代の終わりに平野という環境が新しくできて、それまで慣れ親しんだ環境がなくなったので、

仕方なく稲作をせざるを得なくなった、というのが実態ではないかと考えています。その後は、水田をするのに

良い環境に変化していきました。自然堤防ができて後背湿地に氾濫原ができます。そこで水田を営みやすい環境

ができて、弥生時代の人びとは水田にのめりこんでいったということが考えられます。中期後半には、洪水とい

う自然災害によって砂で埋もれたりしますが、そこを人為的に土地を改変して、埋め立ててでも何とか住んでや

ろう、あるいは何とか河川を制御しよう、ということを繰り返していたのが、弥生時代後期～古墳時代にかけて

ではないかと考えています。また、古墳時代中期後半～後期にかけては再び湿潤化をしているようです。

　平野の環境は、それぞれの立地によってわかる時代が違っていますし、学生と一緒に掘るような小規模な面積

の調査では、とてもじゃないがわからないような遺跡が多いので、小面積でもトータルに環境の変化がわかる遺

跡はないかと考えました。平野からはき出された砂は海岸に溜まって、海岸から風で砂丘に押し戻されて来ます

ので、砂丘の遺跡を調査すれば砂の動き全般がわかるのではないか、ということを考えまして、ここ何年か砂丘

の遺跡を調査しています。最後に、これを紹介します。

ｄ．砂丘遺跡の発掘調査

　砂丘の遺跡として、直浪遺跡を発掘調査しています（図89）。はじめは、どこが砂だろうかという状況でした。

遺跡は、現在では完全に藪や竹林になっており、不法投棄のごみも出てきたりして、大変な苦労をして伐採を進

めていくと、確かに砂丘の砂が出てきました。

　2012年に最初にトレンチを開けたところは、残りがよくありませんでした（図90）。かつて果樹園だったために、

大部分は攪乱を受けていました。ただし、砂層の下に縄文時代の前半にできたクロボク層があり、そのクロボク

図89　直浪遺跡の位置 図90　直浪遺跡2012年調査地の概要
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層にへばりつくように縄文時代中期の土器が出土しました。砂丘が発達する以前、クロボク層が広がっていた時

代がこれでわかります。小さな破片しかありませんので、年代的な特徴がよくわかるものしか判別ができないの

ですが、縄文時代中期初め～中期末までの土器がありました。後期前半～終わりの土器もありますが、新しくな

ると少なくなって、量的には中期～後期前半までが多いようです（図91）。

　図91の下は、宍道湖周辺のデータを元に考えられた海水準の変動を示した図です。それに当てはめますと、一

番海水準が高くなるところから下がり始めて、中期の海退が始まる頃に人間活動が始まっています。海面が下降

して低くなる時期までは土器片がありそうです。海面が低くなると海岸付近にたまっていた砂が露出するので、

それがどんどん吹き寄せられて砂丘が大きくなります。そうなると人間は住めずに砂丘から撤退します。土器が

出土しなくなる頃が、この地点で砂丘化が始まった時期ではないかと考えておりますが、何せ掘ったところが攪

乱だらけでしたので、もう少し残りの良さそうな所を次に調査しました。

　図92は、2014年に調査したトレンチです。直浪遺跡の最初の調査は、近藤義郎先生の月の輪古墳の調査にならっ

て、戦後に自らの郷土史を自らが調査しようというのを実践して1955年に公民館活動で調査されています。その

トレンチの正確な位置はわからなかったのですが、昨年の調査でひっかかり、当時観察された地層と同じものを

観察することができました（図93）。

　クロスナ層と呼ばれる、炭化物や人為的な有機物の影響でできる黒い砂があります。人間活動が行なわれてい

ないところは、褐色の砂がたまります。ここでは、２層のクロスナ層を確認することができました。

図91　出土縄文土器の年代幅と海水準変動 図92　直浪遺跡2014年調査の様子

図93　直浪遺跡の層序と出土遺物の時期 図94　平野の環境変化と砂丘の遺跡
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　上層の第１クロスナ層より上の砂層では、黒色土器が出土して平安時代でも人間活動があったことがわかりま

す。第１クロスナ層からは古墳時代前期末～後期末の土器が出土しますが、その下の褐色砂層からは遺物が出ま

せん。

　その下の第２クロスナ層と名づけたところでは、弥生時代の後期後葉～終末くらいまでの土器が出土しました。

この時代にクロスナ層が形成されて、人間活動が行なわれる環境になったということがわかりました。その下の

縄文時代の層を追求しようとすると、水が湧き出てきて掘れない状況でしたが、なんとか第２クロスナ層の下に

もう１層クロスナ層（第３クロスナ層）があるということがわかりました。第３クロスナ層からは弥生時代中期

中頃や縄文時代後期末の土器が出ています。

　先ほどの平野の堆積環境の変化と対比的に見ていきますと（図94）、内湾や潟湖がある縄文時代前期には、沿

岸部にはまだ砂丘が発達せず、クロボクがあり人間が住める環境であるということがわかります。やがて平野の

上流部では、海退に伴って砂礫が供給されて潟湖が埋まっていく環境に変わります。平野をつくった砂は海に出

て、おそらく砂丘を拡大させただろうと考えられます。縄文時代後期末まで遺物が出てきますので、その段階ま

でには海岸砂丘が発達したと考えられます。第３クロスナ層は、未確認ですが、弥生時代中期中頃の時期が考え

られます。その上に無遺物層がありますが、それは平野で洪水砂が確認できる中期後半と対応します。平野で状

況が落ち着いて遺跡がつくられる、あるいは水田がつくられるという時期は、第２クロスナ層が対応しそうです。

河川制御で苦労する古墳時代前期に相当する時期にはまた砂層があって、これが収まった前期末以降に第１クロ

スナ層ができたということがわかります。

ｅ．おわりに

　平野の遺跡ではいろいろな地点を調査しなければわからなかったことも、どうやら砂丘の遺跡を調査すると１

つの地点でトータルな歴史が見られるのではないか、ということで、今後も継続して追究していきたいと思って

います。クロボク層からの連続した層序をつなげて把握するのがこれからの課題です。

　どうもご清聴ありがとうございました。
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